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泌尿器科領域の尿路感染症28例 に対 しmeropenemを 投与 し,そ の臨床効果および副 作用

について検討 を行 った。

複雑性尿路感染症26例 では76.9%の 有効率であ り,そ のうちUTI薬 効 評価基準に合致 し

た20例 の有効率は80%で あ った。その他急性単純性腎孟腎炎1例 は著効,副 睾丸炎と尿道

炎の併発例1例 は有効であった。

自他覚的副作用 は1例 も認められず,臨 床検査値の異常変動が5例 にみ られた。

本剤は尿路感染症に対 して有効であ り,か つ有用な薬剤 と思われた。
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新 しいカルバペ ネム系抗生物質で あるmeropenem

(MEPM)Dを 複雑性尿路感染症,急 性単純性腎孟腎炎

および副睾丸炎と尿道炎の併発患者に投与 し,そ の臨

床効果ならびに副作用について検討 した。

1989年9月 か ら1990年12月 まで,東 京大学医学部

附属病院泌尿器科ならびにその関連病院泌尿器科に入

院した尿路感染症患者で,本 治験参加に同意の得 られ

た患者を対象とした。投与症例は年齢28歳 ～85歳 の

男19例,女9例 の計28例 で,そ の内訳は,複 雑性膀胱

炎10例,複 雑性腎孟腎炎15例,前 立腺床炎1例,急 性

単純性腎孟腎炎1例,副 睾丸炎 と尿道炎の併発例1例

であった。複雑性尿路感染症の基礎疾患 としては,腎

結石7例,前 立腺肥大症6例,膀 胱腫瘍4例,前 立腺腫

瘍3例,膀 胱尿管逆流症2例,尿 管結石2例,神 経因性

膀胱1例,膀 胱瘤1例 であった。本剤の投与方法は,

複雑性尿路感染症 には1回250mgま た は500mgを1日

2回30分 間 点滴静注 し,5日 間投与が23例,3,6,10

日間投与が各1例 であった。急性単純性腎孟腎炎には,

1回500mgを1日2回,6日 間投与,副 睾丸炎 と尿道炎

の併発例には1回250mgを1日2回,7日 間投与 した。

効果判定 は主治医判定 とUTI薬 効 評価基準21に準 じて

行った。副作用 に関 しては,投 与開始か ら終了 までの

自他覚的副作用の有無を観察 し,ま た,投 与前後の血

液一般 ・肝機能 ・腎機能等について検討 した。

対象症例の臨床成績 を一括 してTable1に 示 した。

急性単純性腎孟腎炎の1例(症 例27)は,膿 尿,細 菌尿

とも消失 し,主 治医判定では著効であった。副睾丸炎

と尿道炎の併発例1例(症 例28)は,本 剤投与 により解

熱,細 菌尿の消失,副 睾丸腫脹 と膿尿の改善を認め,

有効 であった。複雑性尿路感染症26例 の主治医判定

による成績は,著 効8例,有 効12例,や や有効4例,

無効2例 で有効率769%で あ った。
*〒113東 京都文京区本郷7 -31
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UTI薬 効 評価基準に合致 した20例 の総合臨床効果 を

Table2に 示 した。本剤の投与によ り膿尿の消失11例

(55%),減 少3例,不 変6例 であ り,細 菌尿の陰性化

16例(80%),菌 交 代1例,不 変3例 であ った。総合臨

床効果は著効10例(50%),有 効6例,無 効4例 で80%

の有効率であ った。病態群別 にみ ると単独菌感染症

16例 は4例 がカテーテル留置例で,5例 が上部尿路感

染症,7例 が下部尿路感染症であ り,著 効9例,有 効4

例で有効率81%で あ った。一方,複 数菌感染症の4例

はすべてカテーテル非留置例であったが,著 効1例,

有効2例 で75%の 有効率であった(Table3)。

細 菌 学 的 効 果 をTable4に 示 した 。 本 剤 投 与 前24株

が 分 離 さ れ,グ ラ ム 陽 性 菌 で はStaphylococcusepidemi-

dis2株,Enterococmsfaecalis2株,coagulase-negative

staphylococciと γ-haemolytic streptococci各1株 は 消 失

し た が,Enterococcussp.4株 中3株 は 投 与 後 も存 続 し

た 。 一 方 グ ラ ム 陰 性 菌 で はPseudmmasaeru8fnosa5株

Escherichiacoli4株,Enterobactersp.,Sermtia

mcmscms,Protmsmirablis,Morganella morganii,

Pseu4mmascepccia各1株 計14株 が 全 て 消 失 し た。

UTI薬 効 評 価 基 準 合 致 例20例 に お け る 菌 消 失 率 は24

株 中21株,88.0%で あ っ た 。 こ れ ら の う ち,MEPM

Table 2. Overall clinical efficacy of meropenem in compliated UTI

Bacteriological response

*regardless of bacterial count

Table 3. Overall clinical efficacy of meropenem classified by the type of infection
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Table 4. Bacteriological response to meropenem in complicated UTI

* regardless of bacterial count

CNS: coagulase-negative staphylococci

のMICを 測定 した10株 は全て6.25μg/ml以 下 であ り,

全 て 消 失 して い た。 また,投 与後 出現 菌 と して

PseudmmasPutida1株 が認められた。

自他覚的副作用は28例 中1例 も認め られなかった。

臨床検査値 の異常変動は,好 酸球の上昇1例,GPT上

昇1例,ALP上 昇1例,GOT,GPT,γ-GTP,LAPの

上 昇1例,GPT,ALP,γ-GTP,LAPの 上昇1例 の計5

例 に認め られた。 この うち,追 跡検査可能であった3

例 において正常化あるいは改善傾向を示 した。

以上より,本 剤は尿路感染症に対 し有効性が高 く,

有用な薬剤と考 えられた。
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Meropenem (MEPM) was administered in the treatment of urinary tract infection (UTI) to investigate

its therapeutic effect and safety.

Of 26 patients with complicated UTI, 20 were evaluated according to the criteria of the Japanese UTI

Committee. The overall clinical efficacy rate was 80.0%, and 21/24 (88%) strains were eradicated

bacteriologically. Excellent and good clinical effects were observed in a patient with acute pyelonephri-

tis and one with epididymitis and urethritis, respectively.

No side effects were observed during treatment. Abnormal laboratory findings were observed in 5 of

28 patients.

We concluded that MEPM was a useful drug in the treatment of urinary tract infections.


